
　「少子高齢化」から「無子高齢化」時代への到来が叫ばれ
つつある。日本は2040年代に65歳以上の高齢者が４割の
「超高齢国」を迎えることがいよいよ現実のものとなってきた。
　また、昨今の介護業界における外国人材登用等を受け、新た
な教育体制や地域における人材育成の在り方等を真に検討し
なければならなくなっている。
　地域とともに歩む教育機関としての責務を果たすためにも、
近隣介護関連施設・事業所や住民の皆さまとともに、こうした
課題を考える機会にしたい。




